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図上作業 による篠 山盆 地周辺 の

構 造線の分類 について

*

野 村 亮 太 郎

井 上 茂

田 中 真 吾

1.は じ め に

地形調査において切峰面図は作業が容易であるという点か ら広く利用されてい

る反面,切 峰面図による議論には疑問がないわけではない。作成方法がいずれ

の方法であっても断層面の位置や破砕帯の幅等を大雑把にしか議論できないため

である。

このような点 も広範囲を扱 うのならば犠牲にしえても篠山盆地周辺といった比

較的小地域で,地 形形成のメカニズムを検討するばあいには無視できない。しか

し切峰面図を用いて断層の存在を知 ることができ,更 に若干の操作でその大小を

知ることができるのならば,欠 点を承知のうえでこれを用いることは有意義であ

ると考える。

本来.断 層の大小について考えるばあい最 も妥当な方法は運動量により格付け
(llす

ることである。しかし,篠 山盆地の周辺では断層の大半は運動量を知ることが
{21

出来ないのでこの方法で格付けすることは無理である。

断層の格付けは断層がどの程度地形に影響を与えたか,と いう方法でも行える。

このばあい,格 付けの基準は断層の運動量と侵食量の総合した ものとなる。この

二つの区分は困難であるが,作 業地域では前者が少な く,地 形の過半は後者によ

っていると考えられる。すなわち,こ こでは組織地形の観点にたって格付けが可

能であると考える。

そこで谷やがけの大小を観察するばあい切峰面図の若干の操作を行った。谷や

がけの大小と断層の大小は必ずしも同じでないが,侵 食についての条件は断層運

動後の時間 も長いので,ほ ぼnじ であるとした。

2.切 峰面図の作成と構造線の摘出

切峰面図は異なる二つの作成方法で五種類作成した。一つは山頂高度に主眼を
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おい て 山頂 を忠実 に復 旧す る方 眼法 で あ り,一 つ は斜 面 に重 点 をお くもので,一
(4)

定幅 以 下 の谷 を埋 めて作 る埋 積 法 で あ る。 地形 表現 の詳 し さで は後 者が す ぐれて

い るが,断 層 に は水 平成 分 の ほ か垂 直成 分 も含 ん でい るので,地 形 に大 きな影 響

を与 えた断 層 で あれ ば前 者 で も摘 出が 可能 で あ る。 どち らの 切 峰 面図 の ば あい も,

次 の 基準 に該 当す る時 は断 層 あ るい は それ に類 す る構 造線 が 存在 し地形 に影 響 を

与 えた と判 断 した。

{1疸 線 あ るい は緩 曲線 状 に急 斜 面 がつづ き断 層崖 の 様相 を呈す るばあ い 。

(2頂 線 あ るい は緩 曲線 状 に谷 が つ づ き,断 層 谷 あ るい は断層 線 谷 の様相 を呈 す
(5)

るばあ い。

方 眼法 で は5万 分 の1地 形 図 に1㎞ 毎 の メ ッシュ をか け最 高点 を よみ と りコン

タ ーを描 い た(図 は省 略)。 この 図 は 山頂 高度 を表 現 す る もの で あ るが 急 斜 面 の

観 察 もで きた 。 それ か ら三 本の 構 造線 を指 摘 し えた。 古市 断 層 のみ が谷 を注 目し

た もの で,西 ケ岳 断層 や 白髪 岳断 層 に於 て は急 斜 面が 注 目 され た。

埋積 法 で は 作業 谷 幅別 に 四種 類 作成 した 。 ベ ースは5万 分 の1地 形 図 でFig1

はloom以 下 の谷 を埋 積 した 。 最紅 に作 成 した 図は20叨 毎 の コン ターで描 い たが,

こ こで は表 現 上 煩瑣 にな るの で40m毎 の コン タ ーに改 めた 。 した が って 計 曲線 は

200m毎 に挿 入 され てい る。 この図 か ら指摘 し うる構 造線 は 多 く,五 十 余 本 にの

ぼ る。 これ らの地 形 上の 特色 は,断 層 線谷 状 の もの が ほ とん どで あ るが,断 層 崖,

三 角末 端 面 を もつ もの もあ る。 長 さで は3QKmを 越 え る もの もあれ ば,数Km以 下の

もの もあ る。 この よ うにFig1か ら知 れ る構 造 線 には谷 延 長 ・谷幅 ・崖 高 等 大小

様 々の もの が含 まれ て い る。

これ らの 申 で大 きい ものは埋 積 す る谷 幅 を 更に拡 大 して も依 然 と して 残 るはず

で あ る。 まず谷 幅 をsoomま で 拡 大 した(図 は省 略)。 同 様 に して構 造 線 を 指摘

した 。 この 図か ら指 摘 した構 造 線 は位 置 が 不正 確 に な るが300mと 同 じ位 置 に あ

ると考 えた 。(以 下Fig3ま で同 じ)。 これ で構 造線 の2っ の格 付け がで きるわ け

で あ る。

同様 に し て谷 幅 をloonmま で拡 大 して埋 積 した(Fig2)。soom埋 積 に 比 し

て か な りシ ンプル にな り,グL・ 一 ドの高 い ものが 残 され た。soom埋 積 か ら1000

m埋 積 への 移 行 途中 に検 出困 難 とな った構 造 線 には 三峠 断層 をは じ め多 くの もの

が あ る。

更に 谷幅 を2000吻 に まで拡 大 した(Fig3)。 この 図で は 読 図 に若干 の注 意が

必 要 とな った。 図が 単 純化 され るに した が って最低 高度 を示す コ ンタ ーが徐 々に

高 くな った ことで あ る。 ちな み に地 形 図 に よれ ば篠 山盆 地内 の 最低 高 度 は190m
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で,段 丘 面 上に200712の コ ンタ ーが 描 か れ てい る。切峰 面 図 で もFig2ま で は

200Y12が 最 低 高 度 で,Fig3で は240mと な ってい る。 つ ま り,コ ンタ ーの 数 が

減少 してい るわ け で,図 が単純 化 され た こ と と相俟 って,..の コ ン タ ーも有 意

な もの と考 えやす い。 こ の よ うな 点 を避 け るた め,Fig3で は下 位 の グレ ー ドに

属す る図 に比 較 的 長い 延長 です で に 確認 され てお り,か つ この 図 に於 て もコ ンタ

ーが数 本程 度 はま とま ってい ろ ことを基 準 に いれ て構 造 線 の 摘 出に あた った 。

またaOOOm谷 埋 積 と方 眼 法 によ る1㎞ メ ッシュの 図が 示 す 内容 は 類似 性 が認

め られ たが,こ れ はZOOOm幅 の谷 の埋 積で は,山 頂 問 を埋 積 す る機 会 も多 くな

り,結 果 的 に方 眼法 と同 じ く山頂 に 注 目せ ざ るを得 な くな るか らであ ろ う。

3.構 造 線 の 分 類

切峰 面 の 作業 に よ り,大 きい もの か らA級 ～C級 に格付 け した。F'fg3で 観察

され る もの をA級,Fig2で 観察 で きFig3で で きな い もの をB級,同 様 に して

Fig1で 観 察可 能 でFig2で 不能 の もの をC級 と しセ 分類 した(Fig4)。 た だ し,

soomとloom谷 の切峰 面 の間 に み られ る構 造 線 の格 付 けは行 な わ なか った。 た し

かにsoomか ら500mFzか けての移 行 の 途中 で指 摘 で きな くな った構 造 線 の数 はか

な り存 在 す る。 しか し,500mで は た とえ指摘 で きな くて も,そ れ に 近 い様 相 が う

かが え る。 この よ うtz300mの 残 照 がつ よ く,格 付 け して もそ れ ほ どの 意 味 がな

い と考 えた か らであ る。

規 模 別 分 類の 結 果 を方 向別 にみ る と,盆 地 の北 と南に中 国方 向(東 一西)にA

級 の もの が あ る。 これ が 地形 に最 も顕 著 にあ らわれ てお り,っ いで 盆 地周 辺及 び

盆地 西 部 で は六 甲 方 向(北 東 一南西)のA級 が あ る。 これ らは中 国方 向 の もの ほ

ど地形 支 配 が顕 著 で ない 。 また 山崎方 向(北 西 一南東)はA級 に は存 在 しな い6

B・C級 に な る と六 甲 ・山崎 方 向が 多 くみ られ る。 南北方 向は ほ とん ど存 在 しな

い。

4.現 地での若干の吟味

切峰 面 で得 られ た構 造線 は現 実 に は どの よ うにあ らわ れて い るか,地 形 お よ び

露頭 の 状 況 か ら吟 味 して お く。

A級 断層

111西ケ岳 断層 氷 上 郡春 日町 か ら京 都 府瑞穂 町迄 延 長30K拠に達 す る。露頭 は

植生 と被 覆 層 に はば まれ て検 出 し難 い 。断 層 線の東 端 に近 い板坂 峠 頂 上 には東 西

の走 向 を もっ 断層 が あ る。破砕 帯の 幅 は小 さ くメ イ ンの もので は ない 。 メ イ ンの
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断 層 は これ と平行 に,や や北 側 を通 過 して い るの で あろ う。 板坂 峠 の西 方 藤 坂峠

頂 上 で は,最 近 の道 路 工事 で植 生が 除 かれ た が,完 全 に 破砕 され,走 向 ・傾 斜の

測 定 に は到 らなか った。 また,こ の 断 層線 谷 で は藤 坂,川 阪,小 野 な どで 定 高性

を もっ前 山状 の丘 陵が つ らな り,階 段 断層 の形 態 を と って い る もの と思 わ れ る。

② 古 市断層 延長20Kmに およ ぶ この断 層 も露 頭 で は ほ とん ど見 る こ とが で き

な い。今 まで にみっ か った例 は丹 南町 栗栖 野 に於 て で あ る。 チ ャー トに右 ず れ を

示 す鏡肌 が み られ る。 走 向 はN65Eで 谷 の方 向 に合致 す る。地 形 の上 で は,小 枕

～ 真 南条 に前 山状丘 陵 が 認 め られ る。 分水 嶺 をは きん で各所 に 対頂谷 を形 成 して

い る。

この ほか,奥 畑断 層 ・宮 田断 層 につ いて も露 頭 の 観察 を行 って い る。 白髪 岳 断

層 に は明瞭 な露 頭 は ない が,三 角末 端 面 は最 もよ く発 達 してい る。

B級 断層

(1増 地谷 多 紀郡 篠 山町 曽地 谷 には 延長 は さほ ど長 くは ない が,地 形 的 に顕

著な憙露末端面が約4㎞ にわたってっつく。明瞭な露頭は見っけられなか った。

② 三 峠断 層 瑞穂 町三 峠 山南麓 には 山崎 断 層 と同 じ方 向 を もつ三 峠 断層 があ

る。切 峰面 図 で はほ ぼ一 直線 に な ってい るが,2万5千 分 の1の 地形 図 に よ る と

ジ グザ グの 断層 であ る。 細 い 断層谷 を形成 す る。露頭 で も明瞭 な 断層面 を 見付 け

る こ とは困 難 で あ った が,行 仏 一福 田間 の峠 で,左 すべ りの 断層 面 をみ る こ とが

で きた。 しか し これ も余 り明 らかな もの とはい い難 く,こ の断 層 も一 つ の すべ り

面 だ けで な く,地 形 図 で ジグザ グに あ らわ れ る よ うに,一 っ一 っ は 小 さい が,そ

れ らの集 った断 層群 か らな るの で あろ う。

C級 断 層

{1}西峠～ 母 子 川 辺郡 猪 名 川町 と城 東 町 の堺,西 峠 を通 り三 田市北 方 母 子に

抜 け る断層 で あ る。 ケ ル ンコル ・ケ ル ン バ ヅ トを伴な ってい る。西峠 には そ ろば(6)

ん 豆突 起 が あ って断 層 が少 な くと も2っ に わか れ てい る こ とを 示 して い る。 この

突 起 の南側 に道路 建 設 に伴 な う堀 り割 りが 作 られ た が,の り面 に平 行 な割 れ 目が

発 達 してい て崩 壊 の原 因 とな ってい る。母 子 附近 で も幅 数10cmの 破 砕 帯 が み ら

れ る。

{2}小金 岳 南側 多紀 アル プ スの 主峰 小 金岳 の南側,畑 山の 問 にN65Wの 走 向

に通 る断 層 で あ る。 ケ ル コル ・ケ ル ンバ ッ トが 発達す る。露 頭 で の観 察 に よる と

幅 数 叨 の破砕 帯 を と もな うすべ り面 が確 認で きた。 この鏡肌 か ら右ず れ で あ るこ

とが わ か る。

この ほかC級 につ い て も各地 で谷 形 成 に関 与 した とみ られ る断層 の 露頭 を みっ
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け る こ とが で きた 。

A・B・Cと 格 付 け を した と き,A級 断層 とB級 の一 部 につ い て はっ き りと露

頭 で指 摘 す るこ とがで きな か った。 これ は,断 層 の存 在 を否 定す る もので はな く,

大 規 模 な破砕 に よ る もので あ り,破 砕 に と もな う風 化の 進行 に よる もの であ ろ。

風化 に つ よい チ ャー トにあ って は新 鮮 な ま ま残 され,ず れ の方 向 まで も測 定で き

た 。

5.一 ・二 の 問 題

以上 切峰 面 の 作業 によ る格 付 けが で きた が,作 業 過程 では 若干 の 問題 も出現 し

た。

3009Y1,5009Ytで は明 らか でな いが,1000n2,aOOOmで は多紀 アル プスの 南側,

篠 山盆 地 北 縁に 直線 状 の急 崖 が 出現 した 。 こ の急 崖 は,先 の認 定 基準 に合致 しな

いの で取 りあ げ るの をや め たが.あ る種 の 「構 造線 」 で あ る。 これ 以北 は多紀 ア

ル プス を含 め一 種 の傾 動 地塊 の よ うに見 え るが,盆 地の形 成,あ るい は多紀 アル

プスの形 成 に関 して どの よ うな 意味 を もつ もの か明 らか でな い 。

露 頭 で の観察 では各 所 に 幅X10cm以 下 の破 砕帯 を もつ断 層 が あ った 。 これ ら

は 切峰 面 には 出現 しない が,こ れ らの 小断 層 も地 形形 成 に は大 き く寄与 してい る

はず で あ る。

これ らにっ いて は更 に検 討 を要す る。

注

く1)吉川虎雄ほか(1973);日 本地形論P305

(2)篠山周辺 に段丘 を切 る断層は少ないが,氷 上郡山南町谷川の西イタリ山のふもとの段丘

奥畑断層にみられるそろばん豆突起

(阿草峠より黒石川上流を望む)

礫 層 は 断層 に よっ て切 られ てい る。

(3)木村 敏雄 ほか(1973);

地学 辞 典P172

(4)町田 貞編(1968);

自然 地 理調 査法P15

(5)富田芳 郎編(1956);

自然地 理1(構 造地 形)P225

㈲ そ ろばん豆 突起 とは峠の 頂上 に しば

しば見 られ る断 層 地形 の一 つ で平面 形 は
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紡錘状である。

(野村:柏 原高・井上:池 田市北豊島申,田 中:神 戸大)


